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○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・運動能力の二極化に向けて（特
に得点下位層）スクリーンタイ
ムを減少させる。 

～生活リズムチェックシートの
活用～ 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・授業以外の運動する時間を問う質

問に対して、60 分以上と答えた児

童の割合は 95.2％と全国平均

(90%)を上回っている一方で、メ

ディアに触れる時間は、２～３時

間以上と回答した児童の割合が

75.5％と全国平均(61％)を上回っ

ている。 

・ 

 

・ 

 

○体力・運動能力等に関わる課題 

・上体おこし、反復横とび、ボール投

げにおいて全国を大幅に上回る結果

となっているが、二極化している。 

 

・シャトルラン（持久力）において昨

年度同様課題が残る。 

 

 

・ 

 

・ 

 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・新体力テスト 
 

【成果指標】 
・全種目において全国比―２％以内 
 

【評価結果】 
・中間評価（８月） 
 全校においてシャトルラン（持久
走）が全国比 93.8％と－７％ 

・最終評価（２月） 
 シャトルラン全国比 104％と∔４％ 
 

１ どさん子元気アップチャレンジへの参加 

年間を通した、どさん子元気アップチャレンジへの積極的 

な参加を通して、全校的に体力向上を目指す。 

 

２ 家庭との連携について 

児童一人一人に、健康カードと一緒に個人の体力記録カード 

を配付し、家庭へ周知し、家庭と一体となった取組を進める。 

・児童がより一層、各種の運動への興味・関心を高めるとともに、運動能力の向上
を図ることができるよう、さらなる体育の授業改善に取り組む。 

・体育授業における運動量を確保する。 
・ 

令和５年度 今金町立今金小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・新体力テストを全学年・全種目
で実施し、その分析結果から授
業改善を図る。 

～体力合計点の全国平均を上回る～ 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・生活リズムチェックシートの活用 
・新体力テスト結果分析 

【成果指標】 
・1 日の平均メディア時間２時間未満
を 70％以上 

 
 
【評価結果】 
・中間評価（８月） 
1 日の平均メディア時間２時間未満
73％以上（目標—３％） 

・最終評価（２月） 
メディア時間２時間未満 75％であ
り、未達成であった。 

 

 

【取組指標】 
１ 日常的に体
力向上に取り
組むことがで
きるよう内容
を見直し、意欲
の向上を図る。 

 
２ 学年毎の体力
の経年変化を家
庭へ周知し、啓
発を図る。 



今金町立今金小学校
目指す子どもの姿

全校児童（生徒）数 １６９名（男子 ８０名 女子 ８９名）

教職員数 ２０名 兼務校（巡回校）今金町立種川小学校

全ての児童生徒が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

健康でたくましい心と体を育み、すすんで表現する子ども

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・児童が見通しをもてるような授業づくり

・全ての児童が「楽しく」参加できる授業づくり

・運動量を確保した授業づくり

・音楽に合わせ運動量を確保した準
備運動の実施

（導入の短時間化）
（主運動へ向けての心理的準備）

・技能のPOINTを明確化

（スモールステップで提示）
（ＩＣＴ機器の効果的な活用）

・振り返り・学びの言語化
（自身の動画を視聴した振り返り）
（学びの確認・より深い学びへ）



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

新体力テストの実施ポイントの明確化 学習指導要領の着実な実施にむけて

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・個人記
録カー
ドによ
る6年
間の積
み重ね

・学習指導要領の例示・系統表を整理

・年間指導計画の整備

・上体起こし、反復横とび、ボール投げにおいて全国

を大幅に上回る結果となった。

・学年や男女によって差はあるが、５０ｍ走、立ち幅

とびにおいて、昨年度よりも結果が向上している。

・コロナ・猛暑の影響もあり、シャトルラン（持久

力）においては、昨年度同様課題があることから、

今後も継続して向上を目指す。

・どさん子元気アップチャレンジの活用
～子どもたちが運動に親しみ、楽しく運動を行う態度
の育成体力の向上を図る～

・6年間を見通した系統的な指導内容に基づき、学
習指導要領の例示を踏まえた資質・能力を着実
に身に付けるための系統表の作成

・正確な
実施方
法の周
知


